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，この病気は1960年に日本で発見されま

した。未知の病気であり治療が困難であることから，1975年に

厚生省（当時）の研究補助事業による調査研究班が設置されました。

その後，この調査研究班を中心に，多くの整形外科医によりさまざ

まな調査や研究が行なわれてきました。その結果，病気の原因ある

いは診断法や治療法が相当明らかになってきました。しかし，この

病気はまれな病気であり，この病気についての知識は一般の方々の

間では当然として，医療従事者の間でも十分に広まっていないのが

現状です。

そこで調査研究班と日本整形外科学会は共同で，過去に行なわれ

た研究の成果を整理し，より確かな事実を診療ガイドラインの形で

まとめることにしました。平成14年から3年をかけて，関係する

論文を選び出し，その内容を吟味し，英語論文648篇，日本語論

文1,687篇をもとに「頚椎後縦靱帯骨化症診療ガイドライン」を作

りました。

診療ガイドラインの定義は，「ある特定の臨床状態に対する適切

な保健医療について，医師と患者の判断を支援するために，系統的

に開発された記述（ステートメント）」とされています。したがって，

診療ガイドラインは患者さんにも理解しやすいことが求められま

す。そこで，研究班と日本整形外科学会は「頚椎後縦靱帯骨化症診

療ガイドライン」を読み解いていただくために，患者さん・一般向

けの手引きを作成することとしました。そのために，本書では頚椎

後縦靱帯骨化症（OPLL：ossification of posterior longitudinal 

ligament）を理解するために必要な解剖や生理などの基礎知識，

またこの病気に関係する医療や福祉に関する知識も含めて記載しま

1838年にイギリス
で報告されたといわれ
ていますが，今日の診
断治療につながるもの
としては日本での報告
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した。

最後になりましたが，本書を作成したもっとも大きな理由は，こ

の病気に悩む患者さんや家族のみなさんの，この病気をよく知りた

い，正しい知識を持ってこの病気に立ち向かいたいとの熱い気持ち

に応えたいという思いからです。いわゆる難病（特定疾患）と診断

され，本人も家族もパニックになり，適正な行動がとれない。この

ような方々が少なくありません。冷静な療養の姿勢はこの病気を克

服するもっとも大事な手段です。現在はっきりしている事実はなに

か，それが自分の状況にどのように当てはめることができるのか，

主治医と相談しながら，本人にもっともふさわしい診療を選ぶ手助

けとなることを願っています。
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この本を利用するにあたって

診療ガイドラインは，

1. おおよその人に当てはまることが書いてあります。しかし個人

差がありますので，自分に当てはまるかどうかは主治医に相談

してください。

2. 医学知識を十分に持っていない方を対象に，わかりやすいこと

を優先して書いてあります。割り切って書いてある点，詳細を

省いてある点があります。

3. 全体を読んでください。一部だけを拾い読みして判断すると，

誤解することがあります。

一般に診療ガイドラインは患者数が多い病気について作られま

す。それは，特に治療法について患者数が多いほどデータがたくさ

ん集まるため，統計をとってより確かな事実を導き出せるためで

す。頚椎後縦靱帯骨化症は患者数が少ない「希少疾患」なので，統

計学的に確かな事実がまだ得られていない点もあります。しかし，

統計学に基づかない場合でも利用できるガイドラインとなるよう

に，専門医の経験に基づいて補いました。

「推奨度」とは

最近の医師向けのガイドラインは，内容の信頼性を担
たん

保
ぽ

す

るためにエビデンス（科
か

学
がく

的
てき

根
こん

拠
きょ

）に基づいて作成されていま

す。この本でも記述の一部は文献的裏付けに基づいて解説し

ました。そのエビデンスの強さに基づいてAから Iまでの5段

階で「推
すい

奨
しょう

度
ど

」を表示してあります。本書を読む時の参考にし

ていただきたいと思います。



viii ix

4. 難しい用語がたくさん出てきますので，できるだけ用語の解説

をつけました。用語の違いで，特に注意していただきたいのは

「靱帯骨化」と「靱帯骨化症」です。靱帯骨化は年齢的な理由によ

る変化としても生じるので，まず気にする必要がないものです。

一方，「症」がつくといわゆる病気となり，これによる症状や障

害が出る恐れがあります。この本では区別して使っていますの

で，理解して読んでください。

頚椎後縦靱帯骨化症は頚椎に起きる病気で，その結果，脊髄に障

害が生じます。そのため，この本は頚椎後縦靱帯骨化症という病気

を理解してもらうために，最初に脊椎や脊髄の構造やしくみ（解剖）

や働き（生理）について解説しています。その後に，この病気の原

因や遺伝の説明をし，放置すればどうなるか（自然経過）を述べて，

さらに診断，治療について解説記事とよくある質問を紹介していま

す。そして最後に，この病気に関係する医療や福祉の支援について

紹介してあります。

推奨度 A  ：行うよう強く推奨する
推奨度 B：行うよう推奨する
推奨度  C：行うことを考慮してもよい
推奨度   D ：推奨しない
推奨度 I：推奨度を決めるだけのエビデンスがない

一方，推奨度のついていない設問については，現時点で十

分なエビデンスはありません。そのような質問については，医

学的に意見の一致が得られている内容を解説しています。
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